
 新しい年を迎えるため、みんなで元気にお餅つきを 

行いました。つきあがったおもちでさくらさんが 

「来年もいい年になりますように…」と願いを 

込めて鏡餅を作ってくれ、各クラスに飾ることが 

出来ました。さくら組さん！お手伝いしてくれた 

さくら組のお父さんお母さん！ありがとうございます！！ 

令和 7 年１月 4 日 

亀田認定こども園 

☎４１－５２１９ 

非常時        

080-8280-7789 

 

 

雪遊び遠足について 

 １７日（金）ひまわり･さくら組は、バスで「ゆりかご認定こども園」のお

友達と一緒に四季の杜公園まで雪遊びに出かける予定です。 

お弁当の準備はありません。 

詳細は後日、おたよりを配布しお知らせします。 

感染症の流行・雪の状態によっては行き先の変更や中止 

になる場合があります。 

雪中運動会について 

・ 積雪量の状況をみながらになりますが、雪中運動会を行う予定です。た

んぽぽ・ひまわり・さくら組は、八幡公園の雪の状態や気温によって日程

を決め、お知らせします。雪の上ならではの競技を考え、体を動かして 

寒さを吹き飛ばして楽しみたいと思っています。 

・ つぼみ･ちゅうりっぷ組は園庭で雪遊び運動会を楽しむ 

予定です。 

 

 

 

 

心も体も健康で楽しい素敵な 1 年になりますよう心から願っています。 

 

 新しい年を迎え、令和６年度もあと３ヶ月となりました。いよいよ令和７年がは 

じまります。今年は、巳年ですね。巳年は、「復活と再生」「新しいことが始まる」 

「実を結ぶ」という意味があるそうです。亀田認定こども園も今年は、「かめだ認 

定こども園」と新しくなって始ります。新園舎へ移転をすることでこれまでと全く 

同じ生活の流れで過ごすことはできませんが、よりよいこども園へと変化し、 

子どもも大人もみんなで楽しく過ごしていけるよう職員一同、 

環境を整え保育・教育に努めていきたいと思いますので今後とも 

ご理解とご協力のほど よろしくお願いいたします。 

 今月より保育参観・運動発表会、たんぽぽ・ひまわり・さくら組の個人懇談が始まります。 

できるようになったこと、今頑張っていることなどお遊戯会とは違う子どもたちの姿が見て 

いただけると思います。一年のまとめの時期になります。子どもたちの成長を喜び合う機会 

になればと思います。詳細は、後日お知らせいたします。お楽しみに…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※行事は日程の変更･中止等、様々な感染

症状況に合わせて変更になる可能性が

あります。 

お正月の準備完了！！ 

 たんぽぽ・ひまわり・さくら組 

でまゆ玉つけを行いました。力加 

減が難しかったようですが、飾り 

もつけて完成！！鏡餅・まゆ玉… 

ちゅうりっぷ組さんもお部屋の 

大掃除をしてくれましたよ☆彡 

現園舎で迎える最後のお正月と 

なりますね。みんな 準備をして 

くれてありがとう！！ 

１月の予定 

 

９日（木）体操教室 (3.4.5 歳児) 

１0 日（金）つぼみ保育参観 

１６日（木）英語教室(3.4.5 歳児) 

１７日（金）雪遊び遠足予定(4.5 歳児) 

１８日（土）ちゅうりっぷ保育参観 

２０日（月）身体測定 (0.1.2 歳児) 

２１日（火）身体測定 (3.4.5 歳児) 

２５日（土）たんぽぽ運動発表会 

３１日（金）ひよこ保育参観 

※ 避難訓練が入ります。 

先日、万年橋小学校の学校だより「かけはし」のなかで須田校長先生が紹介していた研修 

会に参加されたときの文章を読ませていただき、子育てや保育にも通じる心に残る内容で

したのでピックアップさせていただき紹介したいと思います。 

 昔から「子どもは親の言うことは聞かないが言動の真似をする」等と言われます。「言葉

よりも行動で教えなければならない」ということです。このことは科学的にも根拠がある

そうです。人は自分の心の状態に影響する情報を「視覚と聴覚」によって入手します。その

内訳は、視覚情報７０％、聴覚情報が３０％と言われています。人は視覚からかなりの影響

を受けていることになります。ところが人は、一方で口が達者に発達しているので相手に

対して聴かせることばかりに夢中になっています。「見られることの影響をもっと意識しま

しょう！」キーワードは、「聴かせる」より「見せる」です。 

 毎月、万年橋小学校からのお便りを読ませていただいていますが、今回のお便りを読んで

私たちも改めて「見られること」を意識しなくてはと思いました。ついつい「言葉で話した

方が早い」とあれこれ言ってしまいます。こども園では「見て分かる」環境を心がけていま

すが、物的環境ばかりではなく人的環境の影響力の強さを知り、見る力の価値をより重視し

ていきたいと思います。私たちは、よく話しています。子どもたちの良きお手本となるよう

に…子どもたちになってほしい姿を見せられるようにと… 

 

 


